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井 上 俊 夫
1.は じ め に
本研究は,最 終的には幼小の一貫性に基づ く望ましい自然教育のあ り方にっ
いての諸問題の追究と把握にあるが,こ れに至るまでのひとっの重要な手がか
りとして現代青年(現 職教師及び教師を 目ざす学生)の 自然に対する意識 ・認
識,動 物 ・植物に関する認識等の問題について調査を実施し,そ の結果を分析





















ろ うが,子 どもの生活ひとっをとってみても,様 ざまな変化がみられるのであ
る。
遊び ・玩具の種類,遊 びの場,住 宅事情,生 活環境等々に大きな変化がみら
れ,そ の変化の中には,い ろいろ解決が迫られる課題が内在 していると考えら
れる。




あると考えられる自然と触れ合い,自 然に育まれて成長 し,自 然から学び教え
られることを経験した者(本 調査によれば 「郡部出身者」)た ちは,「 自然への




合的には,彼 らの意識する自然は,自 分たちの住む周辺にある無機物や動物 ・
植物を中心とした狭いP,で の自然であることも特徴的なことであった。
そして,「 自然教育への試論(2)一身近な小動物に関す る認識調査一」におい
ては,豊 かな恵まれた 自然の中で育ち,か っ自然に対する意識 ・認識が高かっ
た 「郡部出身者」が小動物にっいての認識に結びっいておらず,更 に,女 子は
男子に比べて自然に対する意識 ・認識の低さに加え,身 近な小動物についての
認識の低さも明らかになったのである。このことは,身 近な自然環境や 自然の
素材をいかに有効適切に利用 ・活用し,教 材化するか とい うことと,幼 児教育
や初等教育(特 に低学年)の 担当者の多 くが女子であることを考x合 わせると,







なお,身 近な植物に関する認識調査の研究については,内 田 ・貫井 ・本田,
o●o鈴木
,橋 本,松 永等の研究があ り,そ れぞれに興味深い結果を得ているが,本
調査はこれらの調査を補完 ・補充するものであ り,あ くまでも幼小教育の一貫
性に基づ く自然教育のあ り方を考察する研究の一一環として行なったものである。
2.身 近な植物 に関す る認識の実態
(1)調 査の目的









昭和58年4月 から6月 までの3ヵ 月間に,京 都市,大 阪市にあるK大 学,0
大学,B大 学の幼稚園 ・小学校教員養成課程の学生及び京都市,大 津市の幼稚
⑫
園教諭を対象に質問紙法で調査を実施 した。
調査人数は総数343名 で,そ の内訳は男子64名,女 子279名,生 育地域別では,
0
「大都市」80名,「 周辺都市」163名,「 郡部」100名 となっている。
(3)調 査 内容
表 一1に 示 した37種 類 の植 物 に お い て,木 本 に っ い て は,「 開 花 期 」(春 ・
夏 ・秋 ・冬),「 種 類 」(落 葉 ・常 緑),「 紅 葉 の 有無 」(有 ・無),「 認識 の 程 度」
(見分 け られ る ・名 前 を 聞い た こ とが あ る ・知 らな い)を,草 花 に つ い て は,
「開花 期 」(春 ・夏 ・秋 ・冬),「 種 類 」(一 年 草 ・二 年 草 ・三 年 草),「 場 所 」(野
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表一1調 査 内容の37種 類の植物
木 本1草 花 園芸 植 物
1.キ リ
2.ヒ イ ラ ギ
3.ハ ゼ ノ キ
4.モ ク レ ン
5.ア ジ サ イ
6.ツ タ
7.ヤ マ ブ キ
8.ヤ マ モ ミ ジ




3.カ タ バ ミ
4.ス ズ メ ノ ヤ リ
5.リ ソ ド ウ
6.ク ズ
7.タ ソ ポ ポ
8.ス ズ ラ ン
9.キ キ ョ ウ
10.ッ ユ ク サ
11.ク ロ モ
12.ス ズ メ ノ エ ン ド ウ
13.ヒ ル ガ オ
14.ス ズ メ ノ テ ヅポ ウ
15.ヒ ガ ンバ ナ
16.エ ノ コ ロ グサ
17.ヒ メ ジ ョオ ン
1.オ ジ ギ ソ ウ
2.シ オ ソ
3.ホ ウ セ ソ カ
4.カ ス ミ ソ ウ
5.サ ル ビ ア
6,マ ー ガ レ ッ ト
7.ム ラ サ キ ツ ユ クサ
8.ハ ナ ダ イ コ ソ
9.シ ュ ウ カ イ ドウ
10.ア サ ガ オ
原 ・水辺 ・山),「認識の程度」(見分けられる ・名前を聞いたことが ある ・知
らない),「 栽培経験の有無」(有 ・無)を,園 芸植物 につい ては,「 開花期」
(春 ・夏 ・秋 ・冬),「種類」(一年草 ・二年草 ・三年草),「 認識の程度」(見分け
られる ・名前を聞いたことがあ る ・知らない),「 栽培経験の有無」(有 ・無)
を質問した。なお,各 設問は選択法によった。
なお,37種 類の植物は,前 報の小動物の場合と同様,わ れわれの身辺に見ら
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・ 厂認 識 の程 度」













ア マ ホ サ 右 カ オ シ ハ シ
轢影髴勤蓑















植 物 ・ 名
キ リ
ヒ イ ラ ギ
ハ ゼ ノ キ
モ ク レ ン
ア ジ サ イ
ツ タ
ヤ マ ブ キ
ヤ マ モ ミ ジ

























































































開 花 期 種 類
No. 植 物 名
春 夏 秋 久、 無答 一年草 二年草多年草 無答
1 ヨ メ ナ 19.8 1.5 6.1 0 72.6 7.6 0.3 10.2 81.9
2 ヒ シ 1.2 6.4 1.2 0.6 90.6 4.1 0.3 5.5 90.1
3 カ タ バ ミ 21.0 5.8 2.0 0.6 70.6 9.6 0.3 12.8 77.3
4 ス ズ メ ノ ヤ リ 7.6 0.9 0.3 0 91.2 4.1 0.3 4.4 91.2
5 リ ソ ド ウ 8.4 10.5 37.9 1.2 42.0 21.0 0.6 13.1 65.3
6 ク ズ 4.1 5.8 5.5 0.3 84.3 1.5 0.6 9.9 88.0
7 タ ン ポ ポ 86.9 2.9 2.6 0.3 7.3 33.8 1.5 28.0 36.7
8 ス ズ ラ ン 22.8 33.5. 8.7 2.9 32.1 16.3 Z.5 20.4 61.8
9 キ キ ョ ウ 5.5 16.0 44.6 0.6 33.3 18.1 1.7 15.7 64.5
10 ツ ユ ク サ 12.5 63.6 1.5 0 22.4 24.2 1.2 15.2 59.4
11 ク ロ モ 1.7 9.0 0.6 0.6
.. 4.4 0.6 7.6 87.4
12 ス ズ メ ノエ ン ドウ 31.2 10.2 7.3 0 51.3 13.1 o.s 9.6 76.7
13 ヒ ル ガ オ 2.6 67.3 2.6 0 27.5 31.5 0.6 8.5 59.4
14 ス ズメノテ ッポ ウ 12.2 2.6 0.9 0 84.3 4.7 0.3 6.1
...
15 ヒ ガ ン ノミ ナ 7.6 9.9 63.3 o.s 18.6 20.7 o.s 21.9 56.8
16 エ ノ コ ロ グ サ 9:9 7.3 5.8 0 77.0 7.3 0.3 7.6
..




































認 識 の 程 度

















































































































認 識 の 程
777,a
栽培経験の有無









































































































































オ ジ ギ ソ ウ
シ オ ン
ホ ウ セ ン カ
カ ス ミ ソ ウ
サ ル ピ ア
マ ー ガ レ ツ ト
ムラサキ ツユ クサ
ハ ナ ダ イ コ ン
シ ュ ウ カイ ドウ
ア サ ガ ナ
開 花 期































































































一1は 「認識の程度」の設問における 「見分けられる」割合を,そ の高い
種の順にグラフに表したものである。「認識の程度」が50%を 超える種は,表
一5に 示すように木本10種 中3種 ,草 花17種 中7種,園 芸植物10種 中7種 であ
る。園芸植物が 「認識の程度」が高いのは必ずしも栽培経験のみが影響 してい
るとはいえない。なぜなら,図 一2は,園 芸植物における 「認識の程度」「栽
⑮
培経験」有の割合をグラフに示したものであるが,そ れに よると,栽 培経験の
多いアサガナ,ホ ウセソカなどは 「認識の程度」が高いが,例 えば,ム ラサキ
ツユクサは 「栽培経験」が10%に 満たないにもかかわらず65.3°oの者が 「見分
けられる」と回答しているし,カ スミソウも 「栽培経験」は13.7%で あるのに
対し,「認識の程度」 は62.4%に も達しているからである。 したがって,園 芸






ア ジ サ イ ・ツ タ ・モ ク レン(3種)
タン ポ ポ ・ヒガ ンバ ナ ・ス ズ ラ ン ・ツユ クサ ・
キ キ ョウ ・リン ドウ ・ヒル ガ ォ(7種)
アサ ガ オ ・マ ー ガ レ ッ ト ・ホ ウセ ソ カ ・サ ル ビ ア ・
















































































(ゴチ ックの欄 は正 答を示 す)





















表m「 開花期」の正 答率が50%を 超 える種





タソ ポ ポ ・ヒル ガ ナ ・ツユ クサ ・
ヒガ ン バナ ・キ キ ョウ(5種)





















尊 ツ 鋳7導 ボ キ釜
雪 サ ラ レ ブ ナ ノシ タ イ ジ
ン キ シ ケ リ キ
図 一4「 種 類 」 の正 答 率(木 本)
また,例 外があるとはいえ,「 認識の程度」が50%を 超える種のほとんどは,
比較的 目立っ 「花」をっけている植物であることから判断すると,植 物の種を
区別する手がかりは 「花」であると予想できる。
図一3は 「開花期」の正答率を,そ の高い種の順に示した ものである。正答
率が50°0を超えるのは,草 花では17種 中5種,園 芸植物では10種 中2種,木 本

















図一5「 種類」 の正答率(草 花 ・園芸植物)
と,樹 木の 「認識の程度」が低いことが理解できるのである。
図一4は 木本の 「種類」の正答率を,図 一5は 草花,園 芸植物の 「種類」の
正答率をそれぞれの高い種の順にグラフで示した ものである。木本の正答率が
草花,園 芸植物に比べて高いのは,草 花と園芸植物にっいては 「一年草」,「二
年草」,「多年草」の区別を尋ねたのに対して,木 本にっいては 「落葉」か 「常
緑」かを尋ねたものであり,い うまでもな く 「落葉」か 「常緑」かはとくに意
識 しなくても目で確認できることであるからであ り,ま た,草 花,園 芸植物の
場合は三者択一であるのに対し,木 本は二者択一であることにもよるのであろ
う。表一3を あわせて見ると,草 花,園 芸植物では特に 「二年草」の判断が困
難であ り,正 答率が非常に低 くなっている。木本で正答率が50%を 超えている
のは10種 中2種,園 芸植物では10種 中1種,草 花にいた っては まった く無い
(表一7)。 園芸植物における1種 はアサガオ(59.5%)で あ り,次 いで高いの
はホウセソカ(41.4°o)で あるが,こ の2種 は幼稚園,保 育所,ま た小学校で
よく栽培 されている植物であることが注 目されるところである。
② 「種 目別」の結果と考察
図一6は,木 本の10種 を 「認識の程度」の高い順に並べ,「 認識の程度」と
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表一7 「種類」の正答率が5000を 超え る種




















図一6「 認識の程 度」 の順に見た正答率(木 本)
他 の 設 問項 目の 正 答 率 を 示 した もの で あ る 。
概 観 す る と,一 般 に 「認 識 の 程 度 」 が 最 も高 く,次 い で 「種 類 」 と 「紅 葉 の
有 無 」,更 に 「開 花 期 」 の 順 に 正 答率 が 低 くな って い る。 こ の 中で ヤ マモ ミジ
と ア ジサ イは 特 異 な パ タ ー ソを 示 して い る 。 ヤ マ モ ミジ につ い ては 「モ ミジ」
とい う種 名 が っ い て い る の で 厂紅 葉 の 有 無 」 と 「落 葉 」 か 「常 緑 」 か と い う
「種 類 」 に っ い て は 正 答 率 が 高 く,そ れ ら に 比べ て 「認 識 の 程 度 」 が46.4%に,
更 に 「開 花期 」 は4.7°oと 低 くな って い る。 「開花 期 」 にっ い ては,モ ミジー 秋
一 紅 葉 とい うイ メー ジ と
,紅 葉=開 花 とい う誤 った イ メー ジ が 重 な った た め で
あ ろ うか,「 開花 期 」 を 「秋 」 と回答 した 者 が30.9%に も達 してい る(表 一2)。




















認 開 場 種
灣 花
獲 期 所 類
図一7(a)「 認識 の程度」1～7位 の草花の正答率
それが異常に高い。これは,ア ジサイー梅雨一6月 というイメージが強いため
であろう。
次に草花に着 目すると,草 花は 「認識の程度」が1位 ～7位 の植物と8～17
位の植物の2つ のパターソに分けることができる。図一7(a)は 前者,図 一7(b)
は後者の各植物の 「認識の程度」及び各設問項 目の正答率を グラフに示したも
のであるが,そ こに明確に現れている。「認識の程度」の高い7種 は 「認識の程
度」→ 「開花期」→ 「場所」→ 「種類」の順に低 くなっているが,「認識の程度」
の低い10種 は 「開花期」と 「種類」の正答率が極端に低 く,と もに10%前 後に
集中している。 とくに注目すべきことは,「 開花期」 の正答率が前者は非常に





















認 開 場 種
灣 花
蔆 期 所 類
図一7(b)「 認識の程度」8～17位 の草花の正答率
草花 で 「認 識 の 程 度 」 が50%以 上 で あ る種 は7種 で あ るが,そ の うち,ス ズ
ラソ,キ キ ョウ,リ ソ ドウの3種 は 身 近 に野 生 と して あ る もの で は な く,通 常,
我 々は 園芸 店 や 生 花 店 の 店 頭 で 見 か け る も ので あ る。 これ らに 対 して,ご く普
通 に 野原 や 路 傍 に 見 られ る スズ メ ノエ ソ ドウ,ヒ メ ジ ョオ ソ,エ ノ コ ロ グサ,
ヵ タバ ミ,ス ズ メ ノテ ッポ ウ,ヨ メナ,ク ズ,ス ズ メ ノヤ リな どは,い ず れ も
「認 識 の 程 度 」 は5～4000の 低 率 であ る。 これ らの こ とは,園 芸 植 物 の み な ら
ず,草 花 にお い て も,植 物 は 野 原 や 路 傍 で み る もの で は な く,園 芸 店や 生花 店
で 見た り,買 った りす る もの とい う傾 向 が 強 くな っ てい る こ とを 裏 付 け る もの
で あ る 。 また,「 認 識 の程 度」 が5～40%の 低率 であ る草 花 の 多 くが,目 立っ
花 を っけ ない 地 味 な植 物 で あ る こ とが,種 の判 断 の 手が か りを 花 に 求 め て い る


















とびぬけて高いのは,幼 稚園,保 育所,ま た小学校における組織的な栽培経験
によって得た知識がまさに定着しているものであると考xら れる。
③ 「男女差」による結果と考察
図一9～ 図一21は,木 本,草 花,園 芸植物における各設問項 目の正答率を男
女別に示 したものである。
木本に関しては,「 開花期」 において,男 子はアジサイを除 く9種 類におい
て無答が65%以 上占め,正 答の殆どの種において女子より低い割合である(図
一9)。 また ,「種類」「紅葉の有無」の正答率においては全て女子を下 回 り,
「認識の程度」においては,女 子がキリ,ハ ゼノキを除く8種 が4500以 上 「見分
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア ホ サ マ オ カ シ を シ バ
募匙 好 霧1せ
ド クォ カ ア ト ウ ウ
ゥ サ ン ン
図一21園 芸植物 「栽培経験」(男 女別)
草花に関しては,「 開花期」において,6500以 上の正答率をもつのが女子 で
は・タンポポ・ヒルガオ,ツ ユクサ,ヒ ガンバナ,キ キ ョウの5種 であるのに
対 し・男子はタソポポ1種 であ り他はいずれ も50°°を割っている。「種類」に
おいては・男女とも低い割合であるが,中 でも男子は,正 答無しが3種 類(ヒ
ルガオ,ス ズメノエン ドウ,ス ズメノテッポウ)あ り,ツ ユクサ,ク ロモ以外
は女子を下回る正答率である。また,「 場所」においてもクロモ,ク ズ以外全
て女子が高い割合を示している。 「認識の程度」においては20%以 上の差があ
るものが8種 もあ り,女 子の 「認識の程度」の高さがみられる(表 一8)。
園芸植物に関しては,「開花期」においては全ての種が,「種類」においては
アサガオを除 く全てが,女 子が男子を上回る割合である。また ,「認識の程度」
「栽培経験」においても男女差が顕著である。
以上のように概観すると,各 設問項 目の正答率,「認識の程度」及び 「栽培経
験」とも女子が男子を上回っていることがわかる。




























植 物 名 1
全体の占
め る割合
モ ク レソ ゜・ボ ケ ゜・ ク チ ナ シ
ヤ マ モ ミジ ゜・ツ タ ・ア ジ サ イ ・ ヒ イ ラ ギ ゜ ・モ ク レ ン ・
ヤ マ ブ キ ・ クチ ナ シ ・ハ ゼ ノキ
ヤ マ モ ミジ ゜・ア ジ サ イ ・ツ タ ゜ ・ヒ イ ラ ギ ゜ ・ク チ ナ シ ・
モ ク レ ン ・ヤ マ ブ キ 。ボ ケ ・ハ ゼ ノ キ
ツ タ ・モ ク レ ソ ゜ ・ヒ イ ラ ギ ゜ ・ヤ マ モ ミ ジ ・ヤ マ ブ キ ゜・
ク チ ナ シ ゜・ボ ケ ゜
タ ン ポ ポ ・ヒル ガ オ ゜・ ツ ユ ク サ ゜ ・ヒ ガ ン バ ナ ・
キ キ ョ ウ ゜・ リ ン ドウ ゜・ス ズ ラ ソ ・ス ズ メ ノ エ ン ドウ ・
カ タ バ ミ゜・ク ズ ・ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ
タ ン ポ ポ ・ヒガ ン バ ナ ・ス ズ ラソ ・キ キ ョウ ・リン ドウ ・
ヒル ガオ
タ ン ポ ポ 。ヒ ガ ン バ ナ ゜・ ツ ユ ク サ ゜ ・ヒ ル ガ オ ・ス ズ メ ノ
エ ン ドウ ゜ ・ リン ドウ ゜ ・ヒ メ ジ ョ オ ン ゜ ・カ タ バ ミ゜ ・
ヨ メ ナ ・エ ノ コ ロ グ サ ゜ ・キ キ ョ ウ ・ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ ゜
ヒ ガ ン バ ナ ゜・ス ズ ラ ソ ゜ ・ツ ユ ク サ ゜ ・キ キ ヨ ウ゜ ・
リン ドウ ゜ ・ヒ ル ガ オ ゜・ス ズ メ ノ ェ ン ドゥ ゜ ・ヒ メ ジ ョ ォ
ン ゜ ・エ ノ コ ロ グサ ・カ タ バ ミ
ア サ ガ オ ゜・ホ ウ セ ン カ ゜ ・マ ー ガ レ ッ ト゜・ム ラ サ キ ツ ユ
クサ ゜・サ ル ビ ア ゜・カ ス ミ ソ ウ
ホ ウ セ ソ カ ゜・マ ー ガ レ ッ ト ・ム ラサ キ ツsク サ
マ ー ガ レ ッ ト゜・ホ ウ セ ン カ ゜・サ ル ビ ア ゜・ム ラサ キ ツ ユ
クサ ゜・カ ス ミ ソ ウ ゜・オ ジ ギ ソ ウ゜ ・シ オ ン
ホ ウ セ ソ カ ゜・サ ル ビ ア ゜・マ ー ガ レ ッ ト゜・ カ ス ミ ソ ウ ・

























































































































































































































図一24木 本 「紅葉の有 無」の正答率(地 域別)
・ 全 体







































































































































































































































































































































































































図一28草 花 「場所」の正答率(地 域別)
.全 体

































































































































































































































































































































































































































































































図一32園 芸植物 「種類」の正答率(地 域別)
・ 全 体


















































































































































































草花に関しては 「開花期」においてヒルガオ,ツ ユクサ,ヒ ガソバナ,キ キ
ョウ,リ ソ ドウ,ス ズラソ,ス ズメノエンドウがやや 「大都市」が低 く,「 種





























また,本 調査で 「開花期」の正答率の低さが顕著であったが,都 市化現象が








は幼少の頃の栽培経験が身近な存在とならしめたのであろ うし,ア ジサイ ・ヤ
マモ ミジは季節と結びっいての理解がなされたのであろうし,タ ソポポ ・ヒガ









そ ういった点から,幼 稚園 ・保育所,更 には小学校における栽培経験の重要
性が改めて認識されねばならないであろうし,園 外保育や遠足において,自 然
に触れる機会を増加させるカリキュラムの見直しとい うものが考えられなけれ
ばならないと思われる。また同時に,自 然に対する畏敬,感 動を教師 自身に蘇
らさなければまさに 「絵に描いた餅」になることはい うまでもないことである。
更には,学 校教育,幼 児教育と家庭教育との密接なる連携も課題 となろう。す
なわち,休 日,休 暇の過し方として行楽地や繁華街への外出よりも自然と触れ
合 う機会を奨励するような指導が望まれるとζろである。
以上,自 然に対する意識 ・認識,動 物 ・植物に関する認識と3回 にわた りそ
の調査結果を報告したわけであるが,本 調査結果はあ くまでも今後の望ましい
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資料1.自 然に対 す る意識調査 の結果
















































































































































































































































4.休 日に子 どもを連れて外 出す る場所(3つ 以内の選択)(%)





















































































































































































































































































































































































7.「 保育内容」の中で好 きな領 域(上 段)と 嫌いな領域(下 段)(00)





























































































8.小 学校の教科の中で好 きな教科(上 段)と 嫌 いな教科(下 段)(oa)






















































































































1.「 男女別」 の結 果,上 段:男 子,下 段:女 子(%)
Na小 動物 名
分 類(綱) 生 ま れ 方 主 な 食 べ 物









樹液 肉 虫 雑食 魚 無答
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































背骨 の有 無 足 の 数 呼 吸 器 認 識 の 程 度
有 無 無答
■










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2.地 域別 の結果,上 段:大 都市,中 段:周 辺都市,下 段:郡 部(%).
Na 小 動物 名
分 類(綱) 生 ま れ 方 主 な 食 べ 物




卵生 胎生 無答 植物 みつ
樹液
肉 虫 雑食 魚 鉦 笨nし、卩











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































背 骨 の 有 無 足 の 数
噛 呼 吸 器
FF
認 識 の 程 度
-






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヒ イ ラ ギ
ハ ゼ ノ キ
モ ク レ ン
ア ジ サ イ
ツ タ
ヤ マ ブ キ
ヤ マ モ ミジ
ク チ ナ シ
ボ ケ
開 花 期





































































































































































紅 葉 の 有 無





























































認 識 の 程 度


















































































(ゴ チ ック体 の欄 は正答 を示す)
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キ キ ョ ウ
ツユ クサ
ク ロ モ
ス ズ メ ノ
エ ン ドウ
ヒル ガオ












































































































































































































































































































































































































































































認 識 の 程 度
瞬t
栽培経験の有無

















































































































































































































































(ゴ チ ック体の欄 は正答を示す)
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オ ジ ギ ソ ウ
シ オ ン
ホ ウ セ ン カ
カ ス ミ ソ ウ
サ ル ビ ア
マ ー ガ レ ッ ト
ム ラサ キ ツユ
クサ
ハ ナ ダイ コン
シsウ カイ ド
ウ
ア サ ガ オ
開 花 期



























































































































































































認 識 の 程 度







































































































































































































































































































































































































































































































































カ タ バ ミ
スズ メノヤ リ
リ ン ド ウ
ク ズ
タ ン ポ ポ
ス ズ ラ ン
キ キ ョ ウ




ヒ ル ガ オ
スズ メノテッ
ポウ


































































































































































































































































































































野 原 水 辺 山 無 答























































































































































































































































































































































































































オ ジ ギ ソ ウ
シ オ ン
ホ ウ セ ン カ
カ ス ミ ソ ウ
サ ル ビ ア
マ ー ガ レ ッ ト
ムラサキツユ クサ
ハ ナ ダ イ コ ン
シ ュ ウ カ イ ドウ
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